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目的

　びまん性軸索損傷は、患者の社会復帰を難し

くしている要因の一つとされているが、Ａ病院

救命救急センターでは社会復帰を果たした例が

あり、これには患者に寄り添った家族の影響が

大きいと推測した。先行研究では家族のニーズ

は明らかにされているが、家族の心理過程に関

する研究は少ない。本研究では、その心理過程

を明らかにすることを目的とする。

方法

　びまん性軸索損傷により入院した患者の妻

(以下Ａ氏)及び長女(以下Ｂ氏)を対象とした。

患者が転院して１年程度経過した後に、入院中

の家族の思いについて半構造的質問紙及び電話

インタビューし、コード化、カテゴリー化した。

倫理的配慮

　研究の参加への自由意思、個人情報の保護、

不利益は生じない事を説明した。本研究は、研

究者の所属する施設の倫理委員会の承認を得て

実施した。

結果

　A氏は38コード、14個のサブカテゴリー、7個

のカテゴリー、B氏は45コード、12個のサブカ

テゴリー、7個のカテゴリーを抽出した（サブ

カテゴリーは『　』、カテゴリーを【　】と表

記）。サブカテゴリーは主に、『状況がわから

ない』、『状況がのみ込めない』、『先行きを

心配する』、『現実を見たくない』、『退院後

の不安』、カテゴリーは主に、【状況を受け止

められず混乱する】、【絶望感や喪失感】、

【葛藤しながらも受け入れようとする】、【先

のことを不安に思う】、【患者の回復に対する

喜び】、【周りからのサポートが得られ安

心】、【家族のことを考える】が挙げられた。

考察

　受傷直後の家族は、『状況がわからない』、

『状況がのみ込めない』様子が見られ、【状況

を受け止められず混乱する】心理があった。そ

の後、寝たきりで反応のない患者と関わるうち

に【絶望感や喪失感】を感じていたが、徐々に

反応をみせる患者をみて、【葛藤しながらも受

け入れようとする】家族心理に繋がっていた。

また、【先のことを不安に思う】では、受傷直

後は『先行きを心配する』気持ちや『現実を見

たくない』様子がみられ、患者の回復に寄り添

う中でも『退院後の不安』を抱いていた。この

ように家族が抱く不安は状況に応じてその内容

や程度が変化していた。患者の回復期では、家

族に【患者の回復に対する喜び】が生じ、家族

同士や医療者など【周りからのサポートが得ら

れ安心】していた。一方で、大切な人が意識障

害に遭うという同じ経験をした家族同士がその

絆を感じたことで、【家族のことを考える】心

理も生じていたのではないかと考える。

　以上より家族は、まず【状況を受け止められ

ず混乱】し、患者の状況を認識した後は【絶望

感や喪失感】を抱えながらも、患者に寄り添い

現実を【葛藤しながらも受け入れようと】努力

するようになった。そして、徐々に【患者の回

復に対する喜び】や【周りからのサポートが得

られ安心】を感じ、家族との絆を感じることで

【家族のことを考える】心理過程をたどってい

たことが明らかとなった。
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